
1

タ

イ

ト

ル:

『

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

５

４

グ

リ

ー

ン

カ

レ

ー

』

登

場

人

物:

ト

ム
（30

代

前

半

・
男

）:

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

の

店

主

。

陽

気

な

米

国

人

。
魚

住
（20

代

前

半

・
女

）:

『

た

い

焼

き

ト

ム

』
の

バ

イ

ト

店

員

。
真

面

目

で

心

配

性

。

お

客

た

ち

（

複

数

人

）:

た

い

焼

き

屋

を

訪

れ

る

人

々

。
様

々

な

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

を

見

せ

る

。


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カ

レ

ー

の

達

人

（

謎

の

男

）:

突

如

現

れ

た

カ

レ

ー

の

専

門

家

。
厳

し

い

評

価

を

下

す

。



第
一
幕
：
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
た
い

焼
き
誕
生
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（

日

本

・
東

京

の

下

町

。
『

た

い

焼

き

ト

ム

』
の

店

内

。

香

ば

し

い

た

い

焼

き

の

香

り

が

漂

い

、

ト

ム

が

カ

ウ

ン

タ

ー

の

奥

で

焼

き

台

に

向

か

っ

て

い

る

）

ト

ム
「O

K

、
魚

住

！
今

日

の

新

作

は

こ

れ

だ

！
」

（

ト

ム

が

ド

ン

！

と

カ

ウ

ン

タ

ー

に

置

い

た

の

は…
…

グ

リ

ー

ン

カ

レ

ー

の

鍋

！

）

魚

住

「

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

く

だ

さ

い

。

こ

れ

、

グ

リ

ー

ン

カ

レ

ー

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？

」

ト

ム

「

イ

エ

ス

！

今

ま

で

に

な

い

、

エ

キ

ゾ

チ

ッ

ク

で

ス

パ

イ

シ

ー

な

た

い

焼

き

を

作

る

ん

だ

！

名

付

け

て…
…

グ

リ

ー

ン

カ

レ

ー

た

い

焼

き

！

」

（

ト

ム

、

興

奮

気

味

に

試

作

を

開

始

。

た

い

焼

き

の

型

に

生

地

を

流

し

込

み

、

具

材

を

投

入

し

て

い

く

）
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魚

住

「

え

っ

、

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

く

だ

さ

い

、

鶏

肉

も

入

れ

ち

ゃ

う

ん

で

す

か

？

！

」

ト

ム
「

も

ち

ろ

ん

！
ジ

ュ

ー

シ

ー

な

チ

キ

ン

と

、

濃

厚

な

コ

コ

ナ

ッ

ツ

ミ

ル

ク…
…

う

お

お

、

こ

れ

は

絶

対

ウ

マ

い

ぞ

！

！

」

魚

住

「

（

困

惑

）

い

や

い

や

、

た

い

焼

き

っ

て

普

通

甘

い

も

の

じ

ゃ…
…

。

」

（

ト

ム

、

ニ

ヤ

リ

と

笑

い

な

が

ら

ひ

っ

く

り

返

す

）

ト

ム
「

甘

い

も

の

だ

け

が

た

い

焼

き

じ

ゃ

な

い

！

俺

た

ち

は

、

た

い

焼

き

の

可

能

性

を

広

げ

る

ん

だ

！

！

」

（

試

作

が

完

成

。

カ

ウ

ン

タ

ー

に

並

べ

ら

れ

た

『

グ

リ

ー

ン

カ

レ

ー

た

い

焼

き

』

か

ら

、

ス

パ

イ

ス

と

コ

コ

ナ

ッ

ツ

の

香

り

が

漂

う

）

魚

住

「…
…

ま

あ

、

食

べ

て

み

な

い

と

分

か

り

ま

せ

ん

し

ね

。

」
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（

恐

る

恐

る

口

に

運

ぶ

魚

住

。

途

端

に

目

を

見

開

く

）

魚

住

「…
…

！

！

あ

っ

、

意

外

と…
…

う

ま

っ

！

？

」

ト

ム
「

だ

ろ

！
？

ス

パ

イ

シ

ー

な

カ

レ

ー

と

、

カ

リ

ッ

と

し

た

た

い

焼

き

の

皮…
…

そ

し

て

ほ

ん

の

り

甘

い

後

味…
…

ま

さ

に

エ

キ

ゾ

チ

ッ

ク

・
ジ

ャ

パ

ニ

ー

ズ

・
フ

ュ

ー

ジ

ョ

ン

だ

！

！

」

魚

住

「

（

呆

れ

つ

つ

も

苦

笑

）

も

う…
…

店

長

の

ア

イ

デ

ア

に

は

毎

回

び

っ

く

り

さ

せ

ら

れ

ま

す

よ

。

」

ト

ム

「

こ

れ

を

売

り

出

し

て

、

伝

説

の

た

い

焼

き

を

作

る

ん

だ

！
い

ざ

、
開

店

だ

ぁ

ぁ

ぁ

！
！
」

（

暖

簾

を

く

ぐ

っ

て

、

開

店

！

さ

あ

、

お

客

の

反

応

は…
…

！

？

）
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第
二
幕
：
飯
テ
ロ
！
お
客
の
リ
ア

ク
シ
ョ
ン

（

店

内

。
最

初

の

客

が

た

い

焼

き

を

手

に

取

る

。

30

代

O
L

風

の

女

性

）

客

1

（O
L

）

「

グ

リ

ー

ン

カ

レ

ー

た

い

焼

き…
…

？

ま

あ

、

話

の

ネ

タ

に…
…

（

パ

ク

リ

）

」
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（

目

を

見

開

く

O
L

。
カ

レ

ー

の

ス

パ

イ

ス

が

口

の

中

で

炸

裂

し

、

コ

コ

ナ

ッ

ツ

ミ

ル

ク

の

ク

リ

ー

ミ

ー

な

甘

さ

が

追

い

か

け

て

く

る

）

客

1

（O
L

）
「

っ

っ

っ

！
！
！

な

に

こ

れ…
…

美

味

し

す

ぎ

る…
…

！

！

」

（

思

わ

ず

涙

目

。

ス

パ

イ

ス

の

香

り

が

鼻

を

抜

け

、

ジ

ュ

ー

シ

ー

な

鶏

肉

が

絶

妙

な

ア

ク

セ

ン

ト

に

）

客

1

（O
L

）

「

こ

ん

な

の

初

め

て…
…

和

と

エ

ス

ニ

ッ

ク

の

禁

断

の

融

合…
…

！

」

（

次

の

客

、

ガ

テ

ン

系

の

男

性

。

ゴ

ツ

い

体

格

の

男

が

恐

る

恐

る

か

じ

る

）

客

2

（

ガ

テ

ン

男

）

「

お

っ…
…

ほ

ぉ

ぉ

ぉ

ぉ

ぉ

！

！

！

」

（

突

然

、

汗

が

吹

き

出

す

。

体

の

芯

か

ら

熱

く

な

る

ス

パ

イ

ス

感

）
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客

2

（

ガ

テ

ン

男

）
「

ク

ッ

ソ

う

め

え

え

え

！
！

こ

の

辛

さ

と

甘

さ

の

コ

ン

ト

ラ

ス

ト

が

ク

セ

に

な

る

！

汗

が

止

ま

ら

ね

え

！

！

！

」

（

客

3

、

グ

ル

メ

評

論

家

風

の

男

性

が

鼻

を

す

す

り

な

が

ら

、

慎

重

に

一

口

）

客

3

（

グ

ル

メ

評

論

家

）
「

ふ

む…
…

ほ

う…
…

」

（

ス

パ

イ

ス

の

奥

深

さ

を

感

じ

取

り

、

沈

黙

。

そ

し

て

、

立

ち

上

が

る

）

客

3

（

グ

ル

メ

評

論

家

）
「

こ

れ

は…
…

ま

さ

に

革

命

的

た

い

焼

き

！

！

」

（

拍

手

が

湧

き

起

こ

る

。

店

内

が

一

気

に

活

気

づ

く

）

（

客

4

、

小

さ

な

子

ど

も

が

一

口

食

べ

る

）

客

4

（

子

ど

も

）

「

う

わ

ー

、

な

ん

か

不

思

議

な

味…
…

で

も

、

お

い

し

い

！

！

」

（

親

も

驚

き

の

表

情

）
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客

5

（

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

）

「

こ

の

カ

レ

ー

の

深

み…
…

ま

さ

か

、

た

だ

の

た

い

焼

き

屋

で

こ

ん

な

も

の

が

食

え

る

と

は…
…

！

」

（

ト

ム

、

満

足

げ

に

ガ

ッ

ツ

ポ

ー

ズ

）

ト

ム

「Y
E
S

！

！

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

、

バ

カ

売

れ

の

予

感

だ

！

！

」

（

店

の

外

に

長

蛇

の

列

が

で

き

る

。

テ

レ

ビ

取

材

班

が

や

っ

て

く

る

）

レ

ポ

ー

タ

ー

「

い

ま

話

題

の

『

グ

リ

ー

ン

カ

レ

ー

た

い

焼

き

』

、

そ

の

人

気

の

秘

密

を

探

る

べ

く

や

っ

て

き

ま

し

た

！

」

ト

ム
「

さ

あ

さ

あ

、
ど

ん

ど

ん

食

べ

て

く

れ

よ

！
」

（

店

は

活

気

づ

く

が

、

そ

の

と

き…
…

店

の

入

り

口

に

現

れ

る

黒

い

影

）

カ

レ

ー

の

達

人

「…
…

こ

の

カ

レ

ー

は

ま

だ

ま

だ

甘

い

な

。

」
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（

店

内

、

静

寂

）

ト

ム

「…
…

え

っ

？

」

（

達

人

が

ス

ッ

と

前

に

出

る

）

カ

レ

ー

の

達

人

「

真

の

カ

レ

ー

の

奥

深

さ

を…
…

お

前

は

ま

だ

知

ら

な

い

。

」

（

衝

撃

の

言

葉

に

、

ト

ム

絶

句

）

第
三
幕
：
衝
撃
の
訪
問
者

（

突

如

、

店

の

前

に

謎

の

男

が

現

れ

る

。

鋭

い

目

つ

き

で

腕

を

組

み

、

厳

し

い

表

情

）

（

店

内

が

静

ま

り

返

る

。

客

も

ト

ム

も

絶

句

）

ト

ム

「

な

、

な

に…
…

！

？

」

カ

レ

ー

の

達

人

「

貴

様

、

本

当

の

カ

レ

ー

を

知

ら

な

い

な

。

」
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（

ト

ム

、

衝

撃

を

受

け

る

。

口

を

パ

ク

パ

ク

さ

せ

な

が

ら

、

や

が

て

真

剣

な

表

情

に

な

る

）

ト

ム

「

教

え

て

く

れ…
…

俺

は

、

ま

だ

本

当

の

カ

レ

ー

を

知

ら

な

い…
…

？

」

（

カ

レ

ー

の

達

人

、

頷

く

）

カ

レ

ー

の

達

人

「

そ

う

だ

。

本

物

の

ス

パ

イ

ス

の

扱

い

方

、

辛

さ

と

甘

さ

の

真

の

バ

ラ

ン

ス…
…

お

前

に

は

ま

だ

足

り

な

い

。

」

ト

ム
「…

…

な

ら

、
俺

に

教

え

て

く

れ

！
俺

は…
…

カ

レ

ー

の

頂

点

を

目

指

す

！

！

」

（

店

内

に

緊

張

が

走

る

）

魚

住

「

い

や

い

や

い

や

、

た

い

焼

き

屋

で

す

よ

ね

！

？

ど

こ

に

向

か

う

つ

も

り

で

す

か

！

？

」

（

し

か

し

、

ト

ム

は

目

を

輝

か

せ

て

カ

レ

ー

の

達

人

の

前

に

膝

を

つ

く

）
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ト

ム

「

お

願

い

し

ま

す

！

俺

に

本

当

の

カ

レ

ー

を

教

え

て

く

だ

さ

い

！

！

」

（

カ

レ

ー

の

達

人

、

腕

を

組

ん

で

ニ

ヤ

リ

と

笑

う

）

カ

レ

ー

の

達

人

「…
…

い

い

だ

ろ

う

。

覚

悟

は

あ

る

か

？

」

（

ト

ム

、

力

強

く

頷

く

）

ト

ム

「Y
es,

M
aster

！

！

」

第
四
幕
：
過
酷
な
修
行

（

広

大

な

山

々

。
霧

が

か

か

る

神

秘

的

な

場

所

。

カ

レ

ー

の

達

人

が

腕

を

組

み

、

ト

ム

を

見

下

ろ

し

て

い

る

。

ト

ム

は

す

で

に

息

を

切

ら

し

て

い

る

）

ト

ム

「

ハ

ァ

、

ハ

ァ…
…

マ

ス

タ

ー

、

カ

レ

ー

修

行

っ

て…
…

な

ん

で

こ

ん

な

に

フ

ィ

ジ

カ

ル

！

？

」
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カ

レ

ー

の

達

人

「

フ

ッ

、

甘

い

な

。

真

の

カ

レ

ー

職

人

は

、

体

と

心

の

両

方

を

鍛

え

ね

ば

な

ら

ん

。

」

（

達

人

、

突

如

ト

ム

に

巨

大

な

ス

パ

イ

ス

袋

を

投

げ

つ

け

る

）

カ

レ

ー

の

達

人
「

こ

の

20kg
の

ス

パ

イ

ス

袋

を

担

ぎ

、

こ

の

険

し

い

山

道

を

駆

け

上

が

れ

！

」

ト

ム

「

え

え

え

ぇ

！

？

俺

は

た

い

焼

き

屋

な

ん

だ

ぞ

！

」

カ

レ

ー

の

達

人

「

黙

れ

！

ス

パ

イ

ス

は

生

命

！

そ

れ

を

支

え

る

体

が

な

け

れ

ば

、

本

物

の

味

は

生

ま

れ

ぬ

！

」

（

ト

ム

、

必

死

で

ス

パ

イ

ス

袋

を

担

ぎ

、

山

道

を

走

る

。

汗

だ

く

に

な

り

な

が

ら

も

、

一

歩

一

歩

進

ん

で

い

く

）

（

次

の

修

行

）
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シ

ー

ン

：

崖

の

上

で

の

瞑

想

（

ト

ム

、

崖

の

先

端

に

座

ら

さ

れ

、

強

風

が

吹

き

荒

れ

る

）

カ

レ

ー

の

達

人

「

ス

パ

イ

ス

の

真

髄

を

知

る

に

は

、
ま

ず

己

の

心

を

研

ぎ

澄

ま

せ

ね

ば

な

ら

ん

。

こ

こ

で

瞑

想

し

、

ス

パ

イ

ス

の

声

を

聞

け

！

」

ト

ム

「

ス

パ

イ

ス

の

声…
…

？

っ

て

、

そ

ん

な

の

聞

こ

え

る

わ

け…
…

」

（

ゴ

ォ

ォ

ォ

！

突

如

、

風

が

吹

き

荒

れ

る

。

ト

ム

、

目

を

閉

じ

る

と

ス

パ

イ

ス

の

香

り

が

漂

い

始

め

る

）

ト

ム

（

心

の

声

）

「…
…

あ

れ

？

レ

モ

ン

グ

ラ

ス

の

爽

や

か

さ…
…

ク

ミ

ン

の

香

ば

し

さ…
…

カ

フ

ィ

ア

ラ

イ

ム

の

鋭

さ…
…

！

」

（

ト

ム

、

ス

パ

イ

ス

の

調

和

を

感

じ

取

り

、

表

情

が

変

わ

る

）
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ト

ム

「

こ

れ

が…
…

ス

パ

イ

ス

の

声…
…

！

」

（

カ

レ

ー

の

達

人

、

満

足

げ

に

頷

く

）

カ

レ

ー

の

達

人

「

フ

ッ…
…

よ

し

、

次

は

実

践

だ

！

」

第
五
幕
：
真
・
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
た

い
焼
き
の
誕
生

（

修

行

を

終

え

た

ト

ム

が

店

に

戻

る

。

目

つ

き

が

変

わ

り

、

オ

ー

ラ

が

漂

う

）

魚

住
「

店

長…
…

な

ん

か…
…

雰

囲

気

変

わ

り

ま

し

た

？

」

ト

ム
「

フ

フ…
…

俺

は

生

ま

れ

変

わ

っ

た…
…

！
」

（

ト

ム

、

新

し

い

グ

リ

ー

ン

カ

レ

ー

た

い

焼

き

を

作

り

始

め

る

。

そ

の

動

き

は

ま

る

で

武

道

家

の

よ

う

に

鋭

く

、

迷

い

が

な

い

）
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（

た

い

焼

き

が

焼

き

上

が

り

、

中

を

割

る

と

、

黄

金

の

よ

う

に

輝

く

グ

リ

ー

ン

カ

レ

ー

が

溢

れ

出

す

）

ト

ム
「

こ

れ

が…
…

『

真

・
グ

リ

ー

ン

カ

レ

ー

た

い

焼

き

』

だ

！

！

」

（

客

た

ち

が

試

食

す

る

。

場

内

、

静

寂

。

そ

し

て

、

一

人

の

客

が

一

口

食

べ

る

と…
…

）

客

1

（O
L

）

「…
…

！

！

！

！

」

（

突

然

、

涙

を

流

す

）

客

1

「

う…
…

美

味

し

す

ぎ

る…
…

！
辛

さ

と

甘

み

の

完

璧

な

バ

ラ

ン

ス…
…

皮

の

香

ば

し

さ

と

、

中

の

カ

レ

ー

の

コ

ク

深

さ…
…

こ

れ

、

も

は

や

芸

術

！

」

客

2

（

ガ

テ

ン

系

の

男

）

「

う

お

お

お

！

！

こ

の

ス

パ

イ

ス

の

奥

深

さ

！

身

体

の

奥

か

ら

熱

く

な

る

！

！

」
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客

3

（

グ

ル

メ

評

論

家

）

「

こ

ん

な

完

成

さ

れ

た

味

が…
…

た

い

焼

き

と

い

う

形

で

実

現

さ

れ

る

と

は…
…

！

」

客

4

（

子

ど

も

）
「

わ

ぁ…
…

辛

い

の

に

、
お

い

し

い…
…

も

っ

と

食

べ

た

い

！

」

客

5

（

カ

レ

ー

の

達

人

）
「…

…

よ

く

ぞ

こ

こ

ま

で

来

た

な

。

」

（

達

人

、

ト

ム

の

肩

を

叩

き

、

満

足

げ

に

微

笑

む

）

カ

レ

ー

の

達

人
「

お

前

の

た

い

焼

き

、
合

格

だ

。
」

（

ト

ム

、

ガ

ッ

ツ

ポ

ー

ズ

）

ト

ム

「Y
E
S

！

！

！

こ

れ

ぞ

、

俺

の

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

魂

だ

ぁ

！

！

！

」

（

店

の

前

に

長

蛇

の

列

が

で

き

る

。

グ

リ

ー

ン

カ

レ

ー

た

い

焼

き

は

伝

説

と

な

っ

た—
—

）

完
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